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　十二月20日（木曜）　午前巾から二中へ行き，望遠鏡の調節をする．ほPtis來

上ったので，明日の夕暮れ時，市内の有力者を招き，披露襯測會を開くこと

とし，約90通の招待1伏を松本氏が獲回して下さる．同時に格納庫の高さと車

とを修理する必要があるので，大工を呼び，至急に工事させ’ることにした・

　13時45分から，校長の依頼により，川中の全生徒に一蝪の天文薄演をした・

それから，16時には市内のメソヂスト教會に招かれ，約一一一i時間，宗教学i演．

18時，宿へ離り，晴れた三寸に，ヘルクレスの新星を観測．光度はし龍「のγ

星より5段目明るく，ほΨ2．0級と目測！1夕食後，再び二中へ行き，望遠鏡の

三軸を調節した．大工の仕事が出來一E．るまで，格納庫の開閉の度短に寄宿寮

の生徒を動員するのだが，しソレ！「．．と言ふと，）亡子よく二三＋名も出動して

くれ．るので，誠に有難iく，：叉，氣持ちが良い．

　十二月21日（金曜）　午前巾は在宿，計算・13時から旧地の高等女學校に招か

れ，下校生徒に講話した．主として天器引力論の話であった．此の講堂は・

今から七年前，水星の太陽面通過を観測のため，やって來た時，一一一一一般市民に

講演した揚所であるが，自分には殆んど元の記憶が無く，むしろ初めての如

く感じた．

　女丁丁から二中へ行き，今朝からかSつてみる大工の仕事を監督した後，

後事を松本氏に託して置いて，16時からは當市の本島人有力者から成るL中

州クラブ「に招かれ，約一時階俘にわたり天文．座談愈をした．集る者約25人，

皆，大學叉は専門教育を経た紳上で，非常に愉快な愈合であった．講話の後・

質問等も出で，可な砂手ごたへあるものであった．

　日一時，一月廊宿，食後，再乙じ二中へ行く．（途中，少1時，圃書館に立ち寄

i），田中餌秀三氏のブラジル族行談の一部をきいた）今夜は市内有力者たちに
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、望遠鏡を紹介し，

7L星などを槻望し

て頂かうとの豫定

であったが，あい

にく室は一一一両の曇

りなので，止むを

得歩，20時から約

一時聞にわたり，

30人ほどの來三者

に封して，親旧上

の理由から峯i中を撰んだこと，共の他，此頃のノく文．ヒのトビク等につき，講

話し，望遠鏡の解説等をした．22時，終り，それから暫く校長室で，津野ill

僻學博士等と，三三9眞のことにつき維談．宿に帰ったのは夜fP．に近かった．

　十二月22日（土曜）明llからの第10岡li本學術協會糸慰會のため，わ，｝1三すぎの

汽車でf三北に向ふつもりでるたが，朝の眼ざめがいくて，荷作りが意外に進

捗したのと，旧地に到1折回人々に會ひたいので，急に列車をかへ，IO時27

分に出回した．憂北へは15時18分に悌直ちにL朝陽號「に人る．

　今夜は敏物關

係者の晩餐會

と，同志耐：關係

者の晩餐會と，

雨．方’から招かれ・

　　　　　ダ　　　　　てるたが，目分

は基隆1旧耀の

通俗講演に招か
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れてるたので，何れにも出席し得す，再々來下してドさった蕗師吉川完生と

同車して，20時，ri働車により．基隆にノF－1：．桑原市1卜等に迎えられ，公奔堂で

L太陽と人生「を語った．20時終O，その後，暫く座談して，叉，『llf川先生と

同車，憂北の宿に蹄る・（つゴく）


